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みんなが笑顔で健やかに育つ学校に
運営協議会 副会長 武部 健一

２０１１年３月11日に東日本大震災が発生してから12年の年月が流れました。
昨年、私は「ツール・ド・東北 2022」に参加しました。北上川を渡るコースの橋から少し

離れた所に震災遺構大川小学校があります。到着した時にはすでに数人のサイクリストが黙と
うを捧げていました。大川小学校では、地震後の津波にのまれ、74人の児童と10人の教職員
が亡くなりました。
遺族の保護者は、この惨事を引き起こした事実・理由を知りたいという切なる願いで提訴し、

裁判という形になりました。その裁判の中で裁判官は「学校が子どもの命の最後の場所になっ
てはならない。」と断罪しました。
裁判は災害についての事ですが、「裁判官の言葉は、全国で未だいじめや体罰、虐待から子

どもたちの命を守り切れない学校、社会全体、私たち一人ひとりにむけて一石を投じたもの。」
と言う方もいます。
両津吉井小学校の子供たち。いじめ、体罰、虐待だけではなく、何らかの原因で学校に行け

ない子供たち、障がいを持った子供たち。みんな明るく笑顔で楽しんで、健やかに育っていけ
るような学校にできるように皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いします。

全ての項目でＡ評価に!! （12月 学校関係者評価）
両津吉井小学校では、三つのプロジェクトで学校の教育活動を評価しています。１２月

の評価では、三つのプロジェクトの達成目標・教育活動・運営活動の全ての項目でＡ評価

を達成しました。学校教職員の取組の成果であると共に、地域・保護者の方の協力あって

こその結果であると考えます。今後ともご支援・ご協力をよろしくお願いします。

評価結果 （達成目標のみ掲載）

結果と評価
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 達 成 目 標

７月 12月

１ 立 志 ・自分の夢、志をもち、「それを叶えるためにどんな努力し 91.4 ％ 88.0％

ているか」を語ることができる児童を 80 ％以上にする。 Ａ Ａ

２ 社会力 ・自己有用感をもつ児童（人の役に立てることを喜べる 90.6 ％ 90.7％

向上 児童）を自己評価で 90 ％以上にする。 Ａ Ａ

３ 確かな ・課題解決に向けて根拠をもとにした話合いができる児 83.0 ％ 84.0％

学び ① 童を 75 ％以上にする 。 Ａ Ａ

確かな ・ 10 分以上×学年の家庭学習を毎日達成できている児童 79.9 ％ 86.9％

学び ② を 80 ％以上にする。 Ｂ Ａ

※ その他の評価項目については学校だより（２月号）に掲載されています。

※ ７月の数値が訂正されています。集計の方法を実態をより正確に表せるように改正したためです。



令和４年度 第３回学校運営協議会の報告 ２月１５日(水)開催
※ 学校運営協議会の協議内容の概略

１ 後期学校評価について
細谷教頭より配付資料をＴＶ投影しながら説明が また、「今後の課題を見つける資料として活用し、

あり、各プロジェクトについて、達成目標、教育活 改善策等をねっているのがよい。」「満足しないで、

動、運営活動の評価について、ほとんど評価項目で 評価項目を見直すなど、さらに積み上げていって欲

７月より向上しており、全ての項目でＡ評価になる しい。」などの意見もあった。

ことができた。

合わせて今後の課題や方策等についても説明があ ２ 今年度の教育活動について
った。 後藤校長より２学期以降の教育活動について報告

委員からは、「全ての項目でＡ評価を達成したこ があった。新型コロナ予防対策の緩和にともなって、

とは大変良かった。」「取組の具体的な資料を提示 文化祭を始め、５年生の七浦民泊・６年生の修学旅

してもらい分かりやすかった。」との声が多かった。 行・市音楽発表会・餅つき大会・鼓隊引継式・豆ま

「キャリアパスポート」に関して多くの質問が出 き集会など、ほぼ予定通りに実施できた。今後も、

され、「国から小中で連携できるような内容で提示 六送会などを実施し、卒業式には児童はマスク無し、

がされて、取組の指示が出ている。」「両津中学校 来賓も招待して実施するとの話があった。

と連携して取り組み、引き継いでいる。」「中学校 また、通学路の除雪についてボランティアの方を

区として、最低各学期２回は実施する。」などの回 始め多くの地域の方の協力で安全に登下校ができて

答があった。 いることに対する感謝の言葉があった。

自主学習の内容について「自分の興味のあるもの

に取り組んだり、調べたりすることは認めている ３ 来年度の組織について
か？」との質問があり、「興味のあることを深めて できるだけ、今年度の委員の方で継続して欲しい

いく活動は素晴らしいこと。認めていきたい。」と との話があった。充て職の方で変更があった場合、

の回答であった。「そのことは保護者にも伝えて欲 辞退する場合は連絡を頂きたいとの話があった。

しい。」との要望があった。

学校を支える地域の方の活動

鬼太鼓学習

読み聞かせ 佐渡おけさ

ようこそ先輩タイム お茶学習

稲刈り

興味のある方、協力いただける方は、学校に問い合わせをお願いします。

担当者 両津吉井小学校 教頭 細谷賢吾 TEL 27-2702 FAX 27-2764


